
ニューノーマル時代の
コミュニケーション
働き方が変わっても、
　　　　　　距離感は変わらない。
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働き方改革
テレワークの促進
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テレワークの概要と今後の展望



そもそもテレワークとは？

テレワークとは
・ICT（情報通信技術）を利用し、時間や場所を有効に活用
できる柔軟な働き方

・コロナ対策意外にも様々なメリットがある

働き方改革
労働人口の確保
生産性の向上
地方創生

Society
非常時の業務継続（BCP）
人材の確保・離職防止
業務変革（BPR、DX）
オフィスコスト削減

多様な働き方の実現
EX)育児,介護,治療との両立
通勤時間の削減

WorkerCompany

出典：総務省, テレワークの推進

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/telework/


テレワーク導入、増加中

導入予定
5.5%

導入済み
51.9%

導入予定
7.2%

導入済み
19.2%

導入予定
なし

73.7%

2018
導入予定

なし
42.6%

2021
2018

2021

テレワーク
導入済み企業が
32.7% 増

新型コロナの影響でテレワークの普及が拡大

思ったよりもテレワークは進んでいる!思ったよりもテレワークは進んでいる!

出典：総務省, 通信利用動向調査

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05a.html


テレワークは今後も進む！

オフィス
ワーク

テレワーク
74.0%

どちらとも
いえない

今後勤務形態を選択
できる場合、どちら
を選びますか？

テレワーク
継続予定
90.1%

継続なし
わからない

今後テレワークを継
続していく予定はあ
りますか？

パンデミックが収まってもテレワークは続きそう…

テレワーク
スタンダード

最初は一時的な措置だったテレワークが、
いまや新しいスタンダードとなってきている

自社によるアンケート調査 出典：ソウルウェア, アフターコロナ
における働き方実態調査

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000033.000039533.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000033.000039533.html


テレワークにおける
2大課題とは？
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マネジメント・コミュニケーション課題と
既存ツールでは手の届かない点



テレワークの課題調査

0% 50%

3位 情報等の共有が困難

2位 コミュ二ケーションがとりにくい

1位 仕事とプライベートの区別ができない

1位 メンバーの作業進捗状況が把握しづらい

2位 メンバーの勤務状況が把握しづらい

3位 メンバーの評価がしづらい

20歳〜65歳のテレワーク経験者

部下が五人以上いるテレワーク経験者

テレワークによる不満・デメリットは？

出典：LASSIC, テレワークのメリット・デメリット意識調査.
日立ソリューションズ・クリエイト, テレワーク導入に際し会社が導
入・支給したものランキング.

コミュニケーション
マネジメント

コミュニケーション
＆マネジメント

テレワーク時の二大課題

テレワ－ク中心の新しい
ワークスタイルに慣れても、
コミュ二ケーション＆マネジメント
不足による情報の非対称性が課題に

https://teleremo.net/?p=398
https://www.hitachi-solutions-create.co.jp/column/reform/introduced-with-telework.html
https://www.hitachi-solutions-create.co.jp/column/reform/introduced-with-telework.html


テレワーク課題の具体例

ケーススタディー的な場面。
部下の仕事の管理ができない管理職の悩みを具体で描く

ケーススタディー的な場面。
入ったばかりで関係性が構築できないあまり、仕事の相談ができない
＆心理的安全性が脅かされている状況を説明

新卒の場合 管理者の場合

・よく分からないままOJTが終わって実務が始　
　まった…
・上司のカレンダーは常に埋まってて質問できな
　いし、同僚とも仲良くなれなくて孤独だ。
・そもそも上司は自分がやっている業務を把握して　
るのか？良くも悪くもほとんど指摘されない。

・部下に質問ある?と聞いた時に「大丈夫です」
　と言ってたのに成果物や実績を見たら期待値を
　大きく下回っていて心配だ…
・ITツールを使うと直観的なマネジメントができ　
なくて難しい…
・みんなが何をどうしているかわからないから会　
話が進まない…

課題の根本的解決に至らぬまま続くテレワーク



課題解決のためのITツール導入状況

コミュニケーション課題と業務管理課題を解決するために既存では
WEB会議ツール・チャットツール・業務管理システムが使われている
ことを説明
https://www.persol-group.co.jp/news/20220607_10297/

ITツールの導入状況(TOP10)

勤怠・労務システム
Web会議システム

給与計算システム
経費精算システム
グループウェア

56
52
52
40
39

学習管理システム

請求書発行システム

チャットツール

ファイルストレージ

35 ワークフローシステム

35
33
32
31

WEB会議
システム ビジネス

チャット

仮想
オフィス 業務管理

システム

文字で同期/非同期
なコミュニケー
ションを行える。

PCのカメラやログ
を用いて在席状況
・進捗を把握。

アバターを用いて
ネット上でオフィ
ス空間を再現。

ビデオ会議を行う
事が可能。画面や
資料の共有も

出典：パソナHD,  ITツール導入・活用に関する
実態調査2022

多くの会社がITツールを用いてテレワーク下のコミュ
ニケーションとマネジメント課題に着手している

それでは既存ツールで課題は解決されたのか？

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000665.000016451.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000665.000016451.html


既存ツール利用時に起きるデメリット

コミュニケーションツール
WEB会議システム・ビジネスチャット・仮想オフィス

業務管理システム

分からないときにすぐ相談することが
できずに業務が後回しになる
・WEB会議システムは事前に決まった議題を話すことが
　多く。気軽な会話ができない
・チャットだと即座に返信が返ってこないことがある
・仮想オフィスは手間がかかり継続的な利用が難しい

「監視」によってストレスが激増
「仕事をしてる振り」に労力をかける
・テレワークでのストレスの原因1位は仕事をしているか
確認されること。過度の監視はリモハラにもつながる。
・業務管理システムを導入した際、従業員が仕事をして
いるふりをする傾向が約2倍に。

結局課題の根本的解決にはつながっていない
出典：Gather HR, 
“Redesigning Work for 
the Hybrid World.”

https://www.gartner.com/document/4001104
https://www.gartner.com/document/4001104


・気軽な対話を促進させ、
チームワーク向上/アイデア創出

・社員の努力・頑張りを可視化、
加点方式でのマネジメント実現

上記、実現のため新たに開発したコミュニケーションツール

次世代のテレワークに向けて

第三章に続く→



Shine Connectによる
社内対話の促進
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働き方が変わっても、
距離感は変わらない。
急激な働き方の変化による様々な課題に対し、どちらか一方を選択肢
し他方をあきらめるのではなく全体を包み込み、テレワークでありな
がらオフィスワークのような、自宅にいながらすぐ隣の同僚が見える
ようなまったく新しいコミュニケーションを提供します。

CONCEPT



今手空いてる？
がすぐわかる
マネジメント：
関わる頻度が高い人ほど中心
に近く表示。孤立した社員が
いないか・プロジェクトにお
いてメンバー同士の連携度合
を確認できます。

コミュニケーション：
業務に合わせて自動でサーク
ル上のアイコンが変化。声を
かけていい状況なのかを一目
で把握できます。

ブラウジング

スライド

Web会議

チャット

ワード

外線発着信



Shine Connectでできること

● チャンネル 
チームやプロジェクトなどで生成したチャンネル単位で
自分と仲間の状況を表示します。 
 

● 部署 
自分が所属する部署のメンバーの状況を表示します。 
 

● グループ 
自分自身で任意に定めたグループ単位で状況を表示し
ます。 
例：「2022年新卒」「社内勉強会」 

クイックチャット
タイミングを気にせずに
気軽に確認することがで
きます。

チャンネル
チームやプロジェクトのメン
バーをチャンネル単位で管理
できます。

グループ
自分自身で任意に定めたグ
ループ単位で状況を表示しま
す。
例：「2022年新卒」「社内勉強会」

サークルを確認
部下の目線でサークルの確認
ができます。

チャンネル
チームやプロジェクトの
メンバーをチャンネル単
位で管理できます。

サークルを確認
部下のコミュニケーショ
ンサークルを確認し、
チーム内の連携に偏りが
ないかを確認します。

グループ
自分自身で任意に定めた
グループを作成すること
ができます。
例：2022新卒, 社内勉強会



活動の成果を
ざっくりと管理
ソフトウェアの使用頻度から
どんな業務を行っていたのか
をざっくりと確認できます。
過去の活動量と比較すること
で最近の自分の頑張りを相対
的に把握できます。

クラウドPBX「VoiceX」と連携
することで電話の利用状況も
把握できます。



VoiceXとの連携

VoiceXとは
テレワーク化・電話DX化を後押しする、
コムスクエア社開発のクラウドPBXサービス

＆
連
携

・各社員の電話ログをまとめて可視化

・録音の確認や社員への内線も！(開発中)

コムスクエア社のクラウドPBX連携で
さらにスムーズなコミュ二ケーションを



Shine Connectの使用ケース紹介

在宅コールセンターを実現させたもの
の、オペレーターの連携にロスが生じ、
生産性が低下。オペレーターごとの対応
品質にもばらつきが。

オペレーターの架電・受電状況をリアル
タイムで把握可能に
VoiceXと連携することで通話録音データ
の確認も可能に！

テレワークを導入したはいいものの、
上司は部下の仕事に疑心暗鬼。
新入社員は忙しい上司に話しかけづら
く、業務が停滞…

各自が何をしているかリアルタイムで分
かるため、声掛けをしやすい環境に。
新人が先輩社員とコミュニケーションを
とれているかも確認でき、孤立も防止！

一般企業の場合 コールセンター事業者の場合

コミュニケーション＆マネジメント課題を解決！



Shine Connect β版Shine Connect β版
予約受付中

お問い合わせフォーム
Mail： mktg-c@comsq.com

TEL：050-1865-9982

CREDITS: This presentation template was created by Slidesgo, and includes icons by Flaticon, and infographics & images by Freepik

https://shineconnect.satori.site/enquiry
http://bit.ly/2Tynxth
http://bit.ly/2TyoMsr
http://bit.ly/2TtBDfr

